
「改正増補英語箋』（住田文庫蔵）
下巻の増補語棠と薩摩辞書

-「烏」部門と「獣」部門一

下河部 行 輝

はじめに

「改正増補英栢箋jは、 上巻に「天文」から「数嚢」の十九部門、 下巻に「島」から

「果実」の七部門と、「徳不徳」から「勁詞」のいわゆる品問分類による単語を収保して

いる和英単語集とでもいうものであるが、 この名前を持つものに二種類あることは、 国話

学会で発表したが、 一つは東京で発行され、 もう一つは大阪で発行されたもので、 それぞ

れ夏と秋という奥付を持っている。 こ の奥付を信じる限り、 大阪版は、 後になるのである

から、 東京版にはない語彙は、何を資科として培補されたものなのかが問題となる。 これ

まで、『英栢箋jから収録されたものと思われるものとI薩庶辞霰jから収鎌されたと思

われるものについて、 上巻に関しては「蔭訟辞行」との関係を、「英器安」に関しては、

上下巻について発表してきたが、 今一度、 上巻における増補語彙について示してみよう。

まず、『英託箋jとの関係に関して言えば、 上巻では「神仏」は、「英語箋」にないので、

対象にはならないが、 他の部門では、 関係ありとみたものは、 十四部門になる。従って五

部門には、「英話箋Jからは増補されなかったと一応判断される。 十五部門におけるIり補

語彙の数証と下牲における七部門のうち、 増袖のある三部門の増補胚禦の数枇を示すと次

のようになる。

；芦I]芦I：：口I：：は1:：□1
屈

：I:：［〗言口I〗;--（注：表の「増袖」と言うのは、各部門で東京版にはない増補騒索を意味する。以下同じ）
〔注：「罰数」と甘うのは、 「英籍箋Jから加えられたと思われる翡集数を指す。以下同じ）

「英栢箋Jから、積極的に採録された部門は、「地理」「人品」「器用」であって、 下巻

にあっては、 まことに少ないということが出来る。 しかし、 五十％を越えるのは、「地理」

のみであるから、 全体から見て、「英語箋Jからの増袖は、多いとはg•えない。
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次に「F俎楳辞街』と関係あると思われた語淀について示そう。 今まで、上巻について発

表してきたが、上巻の十九部門のうち、全ての部門と関わりがあり、『改正増補 英語箋J

と「し且庶辞帯」は深い関係があると思われる。

:[I::I::I:：［］::［〗：：［〗竺I
llll

:I::I::Iて1:
L

ITIて1万I:：I:：
「天文」から「数森」の十九部門、全体の増補語集数は549語であるが、 rほぼ辞嘗jか

ら増補されたと思われる語梨数は、323語になるので、およそ58.8％が『柱庶辞昏」から

加えられた割合となる。50％を越える増補語集を持つ部門は、「官識」「身恒」「疾病」「宮

室」「器用」「兵括」「神仏」「金属」「王石」「彩色」「瞥薬」の十一部門となり、「英語茂J

の一部門に較ぺれば、「浴摩辞苔」との関係の深さは大変大きいと言うことになる。以下、

下巻について、「鳥」 と「獣」 の部門について示そう。
尚、各部門における項目の内、〔英語箋〕の項目毎の末尾の記号について、付言してお

く。◎、＊、 女、Oの四つの記号であるが、この両笞に共通している英栢、漢字、英語へ
のカタカナルビ、漢字へのルピの四つの項目で、英甜へのルピは、絹者の英語にたいする

発音の表記の仕方に問題があり、それ自体は当時の表記という意識についての研究が可能
であるが、今は、 両書の影響関係については他の三つの項目に比較すると、一次元下位の

問題点と判浙されるので、 英話、 漢字、そして漢字へのルピが、当面の対象になると思わ

れる。従って、この項目の三者が一致するものを、◎、英語と漢字が一致するものを＊、

英謡と漢字
・

ルピが一致するものを女、他のものを〇とした。言うまでもなく、語彙の一般

性、特殊性の問題も絡むと、三者が一致しても、 必ず、両者に深い関係ありと即断はでき

ないものであるが、一応の目安として、これを叩き台として、さらに他の文献の岡査が必

要であることは論を侯たないものであろう。しかし、この両皆が深い関係があることは、

他の論文で示してあるので、それらを参照して戴きたい。

「改正増補英語箋」は〔英語箋〕、「薩摩辞魯j〔薩庶〕で示すので、「英語箋』とは、別
であることを明記しておく。

2-1 〔英語箋〕における「烏」部門の増補語彙

〔英語箋〕 鷲烏（シチャウ）Bird of prey.（ボルド オフ プレイ）0 
水烏（ミヅトリ）Aquatical—bird.（コ ーチカアルボルド） ＊

玄紡（クロッグミ）Black-bird.（プレックポルド）女
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天翁（ウ和））脚by.（プー ピ ー ） （注：天翁は信天翁のうちの信を浴とした

もの〕◎

皿（ヒヨクドリ）Cass四ry.（カスリアリー）〔正しくはCassowary)◎

門蒟（トウケイ）Cook-fight.（コックフワイト）◎ 

蒻（ハン）〔ハはママ〕Coot.（コー ト）0

鵠児（ハクチョウ・ノコ）Cyguet.（シグ子ット）◎

小キ水烏（チサキミヅトリ）Dab-rhick,（テップチィック）0 

雄桟（ヲガモ）Drake.（ドレーク） © 

喪ノ子（カモノコ）D19CKIillg. （ダックリンク）0 

牡拇（ヲンガチョウ）GaIIdcr. （ジャンダー） ＊ 

コルコック雌（コルコックメ）GorーIIC91.（ゴルヘン）◎ 

拇ノ雛（ガテウノヒナ）Gosling.（ゴスリング）◎ 

七而烏（シチメンチャウ） gui9Ia-lICn. （ギ ー ナヘン）0 

魚狗（カワ七ミ） Halc畑1.（＊ヲルション）0 

閲簗（シキョウ）How/et.（＊ヲレット）0 

蜂雀（ハウジャク） Hu911991切g-bird.（ハンミングポルド）0 

鷹ノ子（タカノコ）Jaslrawll.（ガ七フク）〔正しくはGoshawk)◎

ペニス、＾ メ（本文カナノミ） LimIct. （リン子ット）◎ 

黄烏（カウライウグイス）u,riot.（ロリヲト）0 

売（カモ）Mallard.（モルラード）◎ 

白悶（シロキカモメ）Me山 ． （ミュ ー ） ＊ 

松劾（フイテウ）Moor-cocll.（ムールコック）◎ 

席省（アオジ）Ortola11.（ヲルトレン）◎ 

雌鳩（ミサゴ）Ostray.（ヲスプレー）0 

鵜鵠（ガランテウ）Pelican.（ペリケーン）0 

水喜閥（チドリ）Pe此I.（ビュェット）◎ 

船（カサ、ギ）Pianet.（ビィ子ット）◎ 

嗚（ハシプトガラス）Revet,.（レプン）0（正しくはRaver,)

駒烏（コマドリ）Red-breast.（レッドプリースト） ＊ 

白頬烏（シ、’ ウカラ）Titmouse.（チットマウス）0 

郎（ハヤプサ） VulIIITC. （パルチュ ー ル）0 

班鳩（ハンキウ）Wood-pigeoi1.（ウードピゼヲン）◎
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(4) 

巧婦B（ミソサ、•イ）W9CII. （ウレエン）0
II.蕊烏（ウノトリ）Con11o;a11t.（コルモレント）0 

能ク囀ル烏（ヨクサエヅルトリ）Warbler.（ウワプラー ）0. 

卵巣（タマゴノス）Matricc.（マトライス）＊ 

2-2 〔薩店辞書〕にみる〔英語箋〕に採り入れられたと思わ

れる語彙の実態

（涯摩） Bird of prey.（ポルドー一）物ヲ携（ッカ）ミ取（卜）リスル烏（トリ）ノ

惣名（ソウミaウ） （Prcyの項目にあり〕

Aquatical-bird.s ． （エカチケルー一）水烏（スイチ!Iウ）

Black-bird.s．（プラックビルツ）島（トリ）ノ名（ナ）（クロッグミ）

Booby,s.（プウーパイ）無作法人（プサハウシン）〔シン一まま〕。 愚（グ）

人。信天翁（アホウドリ）（鳥之名）

Oss徊り’.s.（カッソウエリ ー ）励国（ヒヨクドリ）

Cock-fight.s ． （コックフワイト）門§g（トウケイ）

Coot,s.（クート）田鵡（バン）

CygIICI,S. （シグ子ット）鵠（ハクチロウ）ノ児
＇

（コ）

Dab-chick.s.（ダップチック）小キ水烏（チサキミヅトリ）

珈如．s. (ドレー キ）雄鴨（ヲガモ）

D11cllli11g.s.（デヰュックリン）鴨ノ子（カモノコ）

Gunder,s.（ガンドル）牡娘（ヲガ）

Gorー／ICll.（ゴルヘン）．s島（トリ）ノ名（ナ）（ゴルゴックノ雌〔メ〕）

Gosling.s ． （ゴスリン）娘（ガー）ノ雛（コ）

G11i11eaー1l叫s.（ギニ ー ヘン）七面鳥（シチメンチャウ）ノ類

Halcy011.s ． （ハルション）魚狗（カワセミ）（烏ノ名）

珈／et.s ． （ホウレット）囮菜（シキョウ）

H111n111i11g-bird.s ． （＊ムミンポルド）蜂雀（ハウジャク）

fashaw/1.（ゼスホ ーク）鷹（タカ）ノ子（コ）

LiJIJIct.s. （リン子ット）烏（トリ）ノ名（ナ）（ペニス 、
・メ）

Loriot.s.（ローリヲット）黄烏（カウライウグイス）

Mallard.s.（メルラルド）•免（カモ）

M四s.（ミュー）白咄（カモメ）。 烏（トリ）ヲ入（イ）レル糀（カゴ）。
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捌襴（サクラン）。牢獄（ロウゴク）

Moor-cock,s.（ム ー ルコック）松珀（ライテウ）ノ類

Ortola11.s.（ヲルトラン）商雀（アヲジ）

Ospray.s，（ヲスプレ ー ）雌鳩（ミサゴ）

Pclican,S. （ペリカン）鵜鵡（ガランテウ）

Peu�t.s.（ピーウェット）水喜栂（チドリ）

Pia11el.s．（バイエ子ット）小サキ琢木島（キツ、キ）。鵡（カサ、ギ）

Ravc9t,S. （レ ー プン）雅（ハシプトガラス）

Red-breast.s.（レッドプレスト）小烏（コトリ）ノ名（ナ） （コマドリ）

Tit11101ヽse,s..（テヰットモース）白頬烏（シゞウガラ）

V9[Iturc,S . （ウエルチュ ー ル）闘（ハヤプサ）（鷹鳶〔タカトピ）等ノ屈ニシ

テ別狐ナリ）

WOOd—pigeOIt,S. （ウ ー ドビジョン）班鳩（ハンキウ）

Wren.s． （レン）巧婦烏（ミソサ、・ ィ）

Con11orant.s． （コルモレント）飲食（インショク）シタガル人（ヒト）。 成荻

鳥（ウノトリ）

Warb/er,s.（ウヲー ルプレン）能ク囀ル烏（トリ）

Matrice,s.（メー トリス）卵巣（ウンソウ）

2-3 「鳥」部門のまとめ

〔英栢妥〕の方が、 英語のスペルに誤りが多い。Jasha叫 ． は両曹ともに、 誤っており、

逆の見方からすれば、 両酢の関係を物栢っている。 鶯烏（シチャウ）Bini of /,reyは、〔社

庶〕の方はPrcyの項目の中にあって、 よく見ないと採録できないと思うが、 句として採

り入れているところが1l1l係あるのではないかとも考えて、 一応、 関連の語句とした。 水烏

（ミヅト リ）Aqualical-bird. 玄紺（クロッグミ）Black-bird.牡賂（ヲンガチsウ）

CaIIdcr．白悶（シロキカモメ）Mew.駒鳥（コマドリ）Red-breast.卵巣（タマゴノス）

Ma trice.の六語は、 英語は一致しているが、 漢字のルピか、 漢字の有無が異なっている。

この内、（玄約〕と（駒烏）は、「雀摩辞魯」では、 漢字表記がなされておらず、 かな表記

のみである。 一方〔ペニス 、・ メ）は、 漢字表記をしてもよさそうなものであるが、 どらら

の世においても、 かな表記である。 これらの内、〔玄終〕と〔駒島）は、「陸摩辞柑」では、

「烏ノ名」の説明が加わっていて、 一致している（ペニス、・ メ〕と「ゴルゴックノ雌〕も

「鳥ノ名」の注記のあるものである。両魯が関係ある証左としたものの一つとするのもこ
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こにある。 さらに、Boobyの訳語として「天翁」とあるが、 実は、「藷ほ辞普Jでは次の
ょうになっている。

Booby （プウー バイ），S.無作法人。（プサハウシン）愚（グ）人。イ言（アホ）

天翁（ウドリ） （烏の名

〔英語妾lでは、「天翁（ウドリ）Jとしており、 これは、 r店庶辞書」の前の行の「信

（ア＊）」を見落としていることを示している。特に「（鳥の名」〔後の括弧はない。〕に注

目したための早合点と受け取れる。 逆に言えば；両由の関係を物語っている証左となるも
のと思われる。

3-1 （英語箋〕における「獣」部門の増補語彙

「獣」
〔英語梵） 狼（ヲ、カメ）Wolf.（ウ ー フ）◎ 

荷篤（ニムマ）Pack—horse.（パックホールス）◎ 
羊仔（コヒッジ）Lamb.（リ ーム） ＊ 

豹舵（ヒヨウダ）Camelo加rd.（ケメロバード）◎
牡亥（ヲプタ）Boar.（ポ ー ア） （「ポ」ママ〕＊

乳媒（チシカ）Chyle.（チアイル）◎

老猫（ヲイ子コ）Gib—cut.（キプケット）〔「キ」ママ〕◎

狩犬（カリイヌ）Harrier.（ハーリア） ◎ 
牝狸ノ子（メジカノコ）Hindca/f ． （ハインドゲーフ） ◎ 

歎（カイイヌ）House一dog.（ハウスドグ） （「ドク」ママ〕◎

彿杯狗（チン）Lap—dog.（レップドグ）〔「ドク」ママ） ◎ 

兎ノ子（ウサギノコ） leucrct. （レパレット）◎ 

豹（ヒョウ）leopard.（レヲパード） ◎ 
牝抵子（メジ、）Lioness.（ライヲネッス） © 
児牝馬（コメムマ）Marc—colt.（メ ー ルコー ト） 0 

漿（ヲ、ジカ）Moose.（ムース）◎ 
海牛（セイウチ）Morse.（モ ー ルス）◎ 
子馬（コムマ） p(JIly.（ポニー） 0 
牝雑馬（メウサギムマ）She-ass.（シ ー エッス） ＊ 

若キ砲牛（ワカキキンキリウシ）Steer.（スチイア）◎ 
牡猫（ヲ子コ）Tomcat.（トムケット）0
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軍馬（グンパ）Warー加rse.（ウヲ:..._ア・ホールス） ＊ 

閤羊（キンキリヒッシ） （「シ」ママ） WcthCr. （ウエサー） 0 

天竺鼠（テンヂク子ツミ）〔「ツ」ママ）Gui11ca-pig.（キュイニービッグ）

゜

水鼠（ミズ子ヅミ）Cra如． （コレバア） 0 

説殿（モグラ）Mouldunrp.（マウルドヲルプ）◎ 

脆ノ角（シカノツノ）Hartsliom.（ハーツ＊ヲン） ◎ 

馬ノ毛（ムマノケ）Horse-hair.（ホールスヘヤア）◎ 

膠（ニカワ）Gl11c.（クルウ）〔「ク」ママ〕〇

足（アシ）Paws.（ポウス）◎ 

3-2 「薩摩辞書」にみる〔英語箋〕に採り入れられたと思わ

れる語彙の実態

（桂庶） Wolf.s. （ウヲルフ）狼（ヲ、カメ）

Pack—horsc.s．（パックホー ルス）荷馬（ニムマ）

Lamb.s，（ラム）羊仔（コヒッジ）

Cainelo加rd,s.（ケメロプアルド）豹駐（ヒョウダ）〔互因二産スル獣）

Boar,s.（ポー ル）牡豚（ヲプタ）

Chylc.s.（カイル）乳梨（チシカ）

Gib-cat,s.（ヂッポカット）老猫（ヲヒ子コ）

Harrier,s.（ハルリエル）狩犬（カリイヌ）

Hi11dcalf,s.（ハインドカー フ）牝廂ノ子（メシカノコ）

Howse-dog,s.（ハウスドグ）家犬（カヒイヌ）

Lap —dog,s.（ラップドグ）i弗荘狗（チン） （漢字には振りがなはせず示した通

りに漢字の後に括弧で説明している。〕

Levcnt,s.（レウエレット）兎ノ子（ウサギノコ）

Leopard.s．（レバルド）豹（ヒョウ）

Lioness.s．（ライヲネス）牝因子（メシ、）

Mare-colt,s.（メ ー ルコ ー ルト）児牝馬（コメムマ）

Moose.s.（ムース）喋（オ＊シカ）

Morsc,s.（モ ー ルス）海牛（セイウチ）（海獣（カイジウ〕ノ名）

Pony,s.（ポー ニ ー）子馬（コムマ）

-174 - (7) 



She-usふs.（ルピナシ）駿馬（ロバ）ノ牝

Steer,s.（ステル）若（ワカ）キ悧牛（キンキリウシ）

Tomcat,s.（トムカット）牡猫（ヲ子コ ）

Warー加rse,c.（ウヲ ー ルホ ー ルス）軍馬（グンムマ）

Wethcr,s.（ウヱゾル）閣羊（キン毛リヒッジ） （キンマリ ーママ〕

Guinea-pig,s.（ギニ ー ビグ）天竺鼠（テンジクネズミ）（俗に誤テモルモット

ト云 ）

Craber,s.（クレ ープル）水鼠（ミヅネズミ）

Mould四rp,s.（モー ルドウヲ ー プ）器鼠（モグラ）

Hartshun1,s.（ハ ー ツホルン）鹿（シカ）ノ角（ツノ）

Horsc—hair,s.（ホ ー ルスヘ ー ル）烏ノ毛（ケ）

Glue,s.（グリュウ）膠（ニカワ）

Paws,s.（ポ ー ）足（アシ）（獣〔ケモノ〕ノ）。手（テ）（罵（ノ、シ〕ル語）

3-3 「獣」部門のまとめ

この部門の両者における相述は、「 羊仔と子羊」、「牡亥と牡豚」、 が漢字表記において

「仔と子」「亥と豚」である。訓がそのまま、「 コヒッジ」となっていて、「ヒッジノコ」

とはしないところが、 影響がありはしないかと思われる。「亥と豚Jであるが、（英据箋）

では、「プタ」に対して「亥」の淡字を当てており、（藷ほ〕でも、「プタ」は「豚」であ

るから、 それなりにそれぞれが一貫した表記ということになるが、 訓からの影響ありとし

て処罷したが、・問題が解消したとはいえないのだが、 一応、 影響あるものとして掲げて置

く。「牡隣馬」と「軍馬」の訓が、 両者の相違であるが、 子細に観察すれば 〔英語箋〕の

「 牡菰葛」は、（雄庶〕では、「牡嘘馬ノ牝」なので、 厳密に云えば、 一致しているとは言

えない。（英語箋）は、 単語にする意殿が、（桂床〕よりも多いので、 一応、 影響あるもの

として今は、 暫くこのままにして措く。他は、 原則の三点に叶うのであるが、 一般的な 語

梨については、 一致としていいかどうかは、 他の部門同様のことであって、 難しいものを

抱えてはいるが、 全体的な見地から、 影嬰あるものとして処龍して臨く。 この部門 で、 問

姐なのは、（キンキリヒッジ）〔英語箋）と（キンマリヒッジ）〔薩摩〕であるが、（キンマ

リ）という語棠が日本語に存在するものかどうかが問題である。 意味から云って、（キン

マリ）では「去努」の意味が出てこないから である。 それ故、 活字のミスと判断して同じ

•ものとして処理した。
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この小論の結び

下巻の部門は、「徳不徳」以下の品詞の部門を除けば、 七部門である。「烏」「獣」「魚

介」「虫」「非」「木」「果貿」がそれらである。今、紙饂の都合で二部門のみを示したが、

「改正増袖英語箋」の「烏」と「獣」の部門で増補されたものは、 上述した「英栢妥」の

それぞれの増補輝彙だけではなく、実際は、「薩底辞書」と関係ないと思われるものを入

れると、「烏」では、・ 三八揺「獣」では、 三五9丹である。「烏」は三八if全て、「涯摩辞

得」と関わったものとしたが、「獣」では、他に、五話ある。 今、「獣」の増補語彙で、列

挙しなかったものを示すと次の通りである。 l

「獣」部門の他の増補語集

「車に付ル馬」（クルマニッケルムマ）Coaclt-horsc.（コーチ ホールス）
「乗馬」（ノリムマ）Saddle—horse.（セッドル ホールス）

「借馬」（シャクパ）Hack.（ヘック）
＇

「牝19号」（メグマ）She-bear.（シー ビイア）

「野牛」（ノウシ）Goat.（ゴ ー ト）〔正しくは、Goat.は、山羊で なければなら ない。〕

これら五語に対する「薩庶辞宙Jの実態は、 どのよ ‘？なものかを参考に示そう。

濯ぽ辞告」の訳語

「C叩II—horsc.」（コヲ ー チ ホー ルス）同上ヲ引ク馬(l::クムマ）

この同上というのはCoachーの訳語が「輪（ワ）四（ヨ）ツアリテ屋根（ヤネ）アル桑

耶（ノリモノ）」を受けたものである。

「Saddle-horse.」この語は「涯庶辞魯」（初版） にない。

「Hack.」（ハック）借科（カリリョウ）出（ ダ）シテ借（力）ル馬 (A マ）。同上 ノ槃車

（ノリグルマ）。切（キ）レ目（メ）

「Sheー如ar.」この形態では、「薩底辞掛Jでは見出し↓こはなく、「bear.」の項目の中に

「She bear」とあって 、「牝熊（メクマ）」の訳語が当てられている。 訓みは、〔社ほ〕の

訓みを合成すると（シ ー ピエ ー ル）となる 。これを入れるとこの栢は「陸ぽ辞世Jとの

関わりある語彙となる。

「Goat.」（ゴート）山羊（ヤギ）（牝牡（メオ）共に用ユ）

「英語箋Jから採り入れた栢彙で「烏」部門の語は、「虚蕊烏」だけであるから、これ

は、 一応「経底辞昏Jとダプ）レことになるので、実際単独では、三七9面が、「薩庶辞印j

からということになる。「獣」部門では、「英話箋Jからは五語であるが、 これも、 一応
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r性l店辞園」とダプルので、 三十語のうち 、 二十五語が「ほ庶辞咎Jと閾係あるものと見

倣しうる。「牝熊」を数え入れると二十六甜となる。 下巻もこのように、「涯摩辞世」との

関係が深いものと言うこと

が

出来よう。 以

下

の部門については、 機会を改めて発表しよう
と思う。 （岡山大学文学部教授）
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